
交付額（円）

せとものFriends

せともの打楽器開発・プロモーション事業

郷土の歴史と文化を広める会

歴史の道百選に選定された中馬街道を広くアピールします！

あおぞら

壮年期からのワークライフバランスの提案

NPO法人デジタルライフサポーターズネット

デジタル活用支援員育成事業

防災ままのわ瀬戸

瀬戸で子育て世代への防災意識を高める事業

八幡台の環境問題を考える会

ペット防災～同行避難について考える～

784,200

54,700

192,000

交付合計額

200,0006

【課題】デジタル機器の利用で困ったときに相談できる場所や人が身近にないため、デジタルデバイドが発生して
おり、気軽に相談できる存在の創出が必要である。
【解決活動】(1)地域デジタル活用相談会の実施による地域住民対象の定期相談会の実現、(2)ボランティアデジタ
ル活用支援員スキルアップ研修、(3)教則本の作成に取り組み、デジタル機器の利用で困った人をサポートする人
材の育成と、相談できる場所づくりを行う。それにより、デジタル技術を活用し誰もが豊かな人材を享受できる共生
社会「スマートインクルーシブ社会」の実現を目指す。

【課題】乳幼児を持つ子育て世代の防災意識が低く、防災活動に触れる機会を創出する必要がある。
【解決活動】(1)ハンドブックの作成、改訂、配布、ブース出展、(2)乳幼児保護者向けの防災講座、(3)乳幼児親子向
けの地域における危険箇所確認のための「防災さんぽ」、(4)避難所での、エコノミークラス症候群の予防やストレ
ス解消のためのストレッチ考案を実施する。それにより、子育て世代の防災意識向上を図る。

【課題】災害時のペット同行避難の困難さから、避難所に避難できない飼い主や、同行避難できなかったペットが
放浪動物となってしまった問題や、同行避難した場合でも他の避難者とのトラブルが発生する等の問題が発生し
ており、ペット防災について考える機会創出が必要である。
【解決活動】(1)ペット防災セミナーの開催、(2)ペットのしつけ・マナー教室の開催、(3)地域の防災訓練や市内イベ
ントでの啓蒙活動、(4)パンフレット、チラシの配布を行い、飼い主の防災意識向上と、ペットを飼っていない人も含
めた市民の関心を高めることを目指す。
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【課題】人口減少によりせともの文化の継承が困難になっていること、「せともの」を象徴するものがないこと、瀬戸
に音楽文化が根付いていないこと。
【解決活動】市内の窯元と連携して、せともの打楽器（陶器）を開発し、瀬戸市内外においてコンサートやワーク
ショップの開催によりプロモーションを展開する。せともの打楽器を普及させることで、瀬戸や地場産業の魅力向上
を目指すとともに、音楽のまちとしてのＰＲも目指す。

【課題】文化庁により歴史の道百選に選定された中馬街道について、地域住民の認知度が低いため、中馬街道の
PRを進め、郷土愛を高める必要がある。
【解決活動】中馬街道沿いの地域団体と連携し、中馬街道ＰＲのための道しるべを設置する。また、中馬街道沿い
の歴史的遺産を調査しガイド誌を発行、案内看板を設置するとともに、中馬街道探索ツアーも実施し、広く市民に
ＰＲすることで郷土愛の醸成を図る。

【課題】壮年期のうちに生活を見直しワークライフバランスを実現することで、高齢者が抱える課題（孤立しない生
活、健康づくり等）に備えていく必要があるが、その必要性の市民への周知が不十分である。
【解決活動】男女共同参画社会実現のための講演会や生前整理のための講演会の開催、振り返りのための学び
の場や生涯学習の場を創ることで、充実した高齢期を迎えるためのワークライフバランス実現の必要性を市民に
周知する。
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150,000
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